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鼻茸の 成因と和漢薬

鹿児島大学医学部耳鼻咽喉科

○大山　勝 、 島　哲也 、 松永信也

　鼻茸 の 成因は複雑 で あ り、今日、病態をめ ぐる治療法 は多 くの 関心 と注目をあびて い る。

すなわち 、 鼻茸 は肉眼的に形状は良 く似て い て も 、 病因 に よ っ て 組織学的特徴がみ られる。

これ らは病理組織学的に 3 っ の タイ プに大別される 。

　1）炎症性鼻茸 ；化膿型副鼻腔炎に 併発する 。 好中球 の浸潤が高度で 、慢性、遷延化 し

た もの で は線維芽細胞 の 増生 、 腺増生 、 器質化がみ られ る 。

　2）ア レ ル ギー性鼻茸 ： ア レ ル ギ ーを背景に発症す る 。 好酸球 の浸潤が 観察され 、 浮腫

性変化が著明、と きに 肥伴細胞、形質細胞 の 浸潤が み られ る 。

　3）い わゆるア ス ピ リ ン 喘息性 （AIA ）鼻茸 ： ア ス ピ リ ン 喘息症例の 70〜 80％ に合併 し

て み られ る 。 多数の好酸球浸潤 と分泌腺亢進像が特徴的で 、 好 中球の 浸濶 もみ られ る 。

　鼻汁中に異常 に多 い 好酸球が み られるが 、IgE は高値で な い 、

　生化学的に は 、 ア ラ キ ド ン 酸 カ ス ケー ド代謝物 の量的状態か ら、 炎症型 に多 くみ られ る

プ ロ ス タ グラ ン ジ ン （PG ） E ・ 優位型 、
　 AIA や ア レ ル ギー型 で顕著な ロ イ コ ト リ エ ン

（LT ）優位型 そ して 、　 PG 、　 LT 、混合型などが みられ る。

　臨床的に は 、 ス メ ア テ ス ト と生検所見に よ り 、 漢方療法を決定す るが 、 原則 と して 炎症

型 に対 して は鼻茸 レ
ーザ ー摘出後に小紫胡湯や辛夷清肺湯 と粘液溶解剤や リゾ チ ーム 剤の

併用療法を行な う。 ア レ ル ギー型 に対 して は、小青龍湯を先行投薬 して、効果をみ て 必要

な らば レ
ーザ ー

手術を行な う。 AIA 型に対 して は 、
ベ ク ロ メ サ ゾ ン の 局所噴霧と小青龍湯

を投与す る 。 こ れ らに関す るわれわれ の臨床小治験成績を紹介する 。 また 、 鼻茸組織 に お

け る ア ラキ ド ン酸カ ス ケ
ード代謝の 存在と漢方薬に よ る抑制効果の 基礎実験成績な どに っ

い て も言及す る 。
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